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　八王子の郊外の長沼公園や平山城址公園に隣接した、周
囲を丘で囲まれた南陽台という団地に住んでいます。敷地
面積は60坪弱で庭の部分は20坪ほどしかありません。私は
樹木も好きで高低色々な木が植えてあり、狭い割には野鳥
がよく飛んできます。シジュウカラは毎年巣立っています
し、キジバトも巣作りしています。
　ところで、今年一番驚いたことはこの狭い我が家の庭に
ウグイスが営巣したことです。団地の周囲の丘では毎年春
から夏にかけて、あちらこちらで何羽ものウグイスが囀っ
ています。また、５月から６月にかけてはホトトギスが盛
んに飛び交っており、恐らくこれらのウグイスの巣に托卵
しているものと思います。

　ある日、庭を眺めていると、何と部屋の窓から１メート
ルほどのところに巣があり、そこに小柄な鳥が入っていく
のが見えました。ガビチョウもよく来ますので巣の形状も
確認してみましたが、ウグイスの巣〔写真〕に間違いない
ことが確認できました。これが７月13日のことです。
　巣穴をちょっと覗いてみましたが、手前は見えず巣の中には何も見えませんでした。やがて１羽のウ
グイスが小さな幼虫らしきものをくわえて、巣の中に入っていきましたので、孵化して間もない雛がい
ることがわかりました。巣穴が窓の方を向いているので、非常によく観察することができました。ウグ
イスとしては比較的小柄な同一個体が１羽で育雛していたものと思われます。
　ウグイスは“一夫多妻”ということですので育雛はそれぞれ雌が１羽で行っているものと思います。

　一番残念なのは巣作りの様子が見られなかったことです。巣の高さは17センチ、幅は10センチ、巣穴
は直径４センチあり、かなりガッチリした立派なもので、ナンテンの木の地上1.1メートルのところにし
っかりと固定されています。このような立派な巣を小柄な雌が単独で作ったとはとても信じ難く思います。
　もう一つはホトトギスの托卵との関係です。巣の上面は完全に巣材で覆われており、カッコウが托卵
するオオヨシキリの巣のように上面が空いていないことと、巣穴の直径がシジュウカラの巣穴の直径約
３センチよりやや広いものの、4センチ程度でウグイスがやっと入れる程度しかないということです。ホ
トトギスが托卵する際にはどのようにしてウグイスの卵を運びだし、自分の卵を産み込むのか不思議に
思います。この瞬間を是非見てみたいと思います。

　今年の夏は特に暑く、巣穴に西日が当たることもあり、大きくなった雛がしばしば口を開けているの
が見えました。巣立ち間際には与える虫もかなり大きくなっていましたし、雛の大きな糞をくわえて持
ち出すのも観察できました。７月26日に無事４羽が巣立ちました。最後の１羽はやっととなりの木に止
まれる程度で、一旦地面に落ちるとなかなか飛び上れない状態でしたが、午後にはかなり飛べるように
なっていたのには驚きました。巣立ち雛に不必要に手をかけるべきではない事がよくわかりました。以
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■事務局ニュース 
◎８月度幹事会８月４日（火）
日本野鳥の会東京事務所
Ⅰ.報告事項項
①葛西五輪関係について
②月例高尾山探鳥会の11月開催について
③東京港野鳥公園協議会（7/5日）
④７月度事務局会議（7/22日）
⑤行事報告13件
⑥会合・事務局報告
� ６月中旬現在　会員数2,684名
Ⅱ.審議事項
①前回議事録　…承認
②行事予定８件　…承認
③多摩川河口干潟シンポジウム　…承認
④葛西臨海公園鳥類園ウォッチングセンター企画�
　の写真展への協力　…承認

★鳥天気予報～　山麓から舞い上がったワシタカ
類がゆっくりらせん状に高く舞い上がり、西に向
かて一直線に飛んでいったら「晴れ」です（JR高
尾駅付近にて）
★10月には室内例会、シンポジウムがあります。
「オキノタユウ～」「野鳥写真講座～」「多摩川河
口～」詳しくは８～10ページをご覧の上、ぜひご
参加を。
なお、それぞれの日付、場所等にご注意ください。
� （ロプロプ）

編集後記

上のような野鳥の環境に対する適応力とそれに伴う分布域の拡大の問題はこれからの重要な研究課題だ
と思います。

　８月20日には、もう一つ同様のウグイスの巣を庭で見つけました。ヤマモミジの幼木、地上1.6メートル、
巣の高さ18センチ、幅12センチ、巣穴は直径６センチで北東を向いており、家屋の壁面から55センチで
中には何も入っていませんでした。６月に近くでウグイスと思われる巣立ち雛が確かにもがいていまし
たので関係あるかも知れません。

※ 関係の情報をお持ちの方は下記の宛先にご一報頂ければ幸いです。
　 E-mail：fwpc1723@mb.infoweb.ne.jp　　郵送・Faxの場合は、事務局気付で。


